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「ぼくの名前」
島根・横貝　伸樹
　伸びる樹と書いた「伸樹」。これが僕の名前。その由来を，両親に聞いたことはない。だが僕の兄弟の名前にはみな「樹」が付いている。きっと，一人一人の「樹」に期待することがあるのだと思う。僕の場合，「ぐんぐん空に向かった伸びていく樹のように，大きくたくましく育ってほしい」という願いが込められているのだろう。自分の名前の意味を考えると，僕に対する両親の思いが，なんだかひしひしと伝わってきた。
　しかし，僕は親が命名した名前とは，真反対の人間になっていた。幼い頃は，昼寝の時間が退屈だからといって，保育園を脱走した。小学生になると，授業中に大騒ぎをして，毎日のように先生に怒られていた。けんかだって何度繰り返したか分からない，僕が問題を起こす度に，学校から電話がかかってきて，両親は毎回至るところに謝っていた。家でも，兄弟と言い争いをしたり，出かけたときも，すぐにすねたりして，周囲にため息ばかりつかせた。どれだけたくさんの人に迷惑をかけてきたことだろう。典型的な「悪ガキ」である僕の「樹」は，健やかに伸びることはなく，グネグネと右に伸び，左に伸び…。

　まさに問題児だった僕。しかし二年前，中学校に入学したときは，小学校の時の反省を活かして，新たな場で頑張ろうと思っていた。今までの自分を払拭し，素直で聞き分けの良い，良い子に生まれ変わろうと。だけど，やはり簡単に人が変わることはできなかった。身勝手な行動を取って，叱られる，先生を呆然とさせる。

　今年度になっても，嫌な事からはすぐに逃げていた。ゲームの時間をめぐり両親と口げんかをして，欠席。市総体で惜敗し，気持ちが沈んで，欠席。自分の弱さばかりを露呈し続けた。果たして，「樹」は一体どこへ進むのだろうか…。そう思っていた。
　でも，そのような時も，学校の先生方や友達が見捨てず，支えになってくれた。欠席した翌日，学校に行くと，先生は明るく，

「横ちゃん，元気になったかね。」

と声をかけてくださった。友達は，

「おっ，来たな。」

と笑顔でやってきて，いつも通りに背中をたたいてくれた。そのパンチは少し痛かったけれど，僕が学校に来るのを心待ちにしていたことを伝えるもので，じわりと胸に響いた。一緒に笑ってくれる友達もいて，とても元気をもらった。僕は友達や先生からの一言や，一緒に笑ってくれる人がいると実感するだけで，勇気がわいて，学校が楽しいを思うようになった。右に左に歪みながら成長していた「樹」も，少しずつ上を向いて伸びていくようだった。

　「まっすぐ伸びる樹のように，大きくたくましく育ってほしい。」紆余曲折を経て，僕は自分の名前について再び考える機会を得た。空にむかって伸びる樹のように，大きくたくましく育つには，自分一人で，一本の樹だけで伸びることはできない。周りの樹の支えがあってこそ，大きく素直に成長できる。そして，これから周りの支えてくれる樹がどんどん増えていって，自分はこの先も成長していくことができるのだろう。僕の暮らす掛合の山々に茂る，多くの木々，よく見ると，それらも複雑に絡み合い，お互いを支え合いながらまっすぐ天に向かって伸びている。

　今後，色々な人との関わり，自分の手でまわりの樹を増やしていきたい。自分で努力をすればするほど，仲間という樹を増やすことができると思う。自分を伸ばすために，人との関係を深め，コミュニケーションを大切にして，頑張っていきたい。さらに，人に支えてもらうだけではなく，今まで僕を支え励ましてくれた人達を，今後は僕が支えたい。少しでも，自分と同じような人達の役に立ちたいと，強く思う。
　これからの僕の目標は「逃げない」だ。辛い時，苦しい時，たくさんあるだろう。しかし，この名前に感謝しながら，少しでも伸び続ける大きな樹を目指して成長していきたい。

　社会に目を向けると，子が親を殺したり，いじめで中学生が自殺したり，教師を生徒が暴行し，逮捕されたりするなど，痛ましいニュースが相次いでいる。しかし，彼らにも今一度「自分」をふり返ってみてほしい。一人一人に付けられた名前。そこに，両親や親戚周りの人々がどのように願いを込めたのか。その一つ一つの文字に，どのような人間になることへの期待がこめられているのか…。自分の名前の意味を，ふと立ち止まって考えることで，生き方のヒントを手に入れることができるかもしれない。それが，犯罪や非行の歯止めになっていくと思う。

　「伸びる樹」と書いて「伸樹」。僕は，この名前が大好きだ。
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